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 「海（Sea）」は、本年度、本校で開講された１４の課題別学習のう

ちの一つです。沖縄という場所に焦点化しつつ、沖縄の歴史、
社会、自然と身体表現を学び、沖縄の人々とふれあい、そして
、そこに存在する多様な声を聞き取り、映像化していきます。生
徒と教員はそうした活動を通して、ふだん住み慣れた場所、住
み慣れた人間関係からいったん離れて越境し、そのことによって
自身の生き方を問い直していく経験をします。

 哲学者のジャック・ランシエールは、人間が主体的な市民性を
得ていく条件として、「自明視されている場所からの離脱」という
点を挙げています。課題別学習「海（Sea）」は、まさにここでラン

シエールがいうような離脱と越境を可能にし、そのことによって
探究的な学びを実現する、探究的市民性の実践であるといえる
でしょう。（小玉「海洋教育への人文学的アプローチ：探究的市
民の方へ」）映画「課題別学習」（福原悠介監督）２０１６

東大附属２０１５年度課題別「海（Sea）」

 アクティブラーニング（生徒が観客からキャストに）のため
の生の具体的政治素材を学校が取り上げるとき、地方政
治は格好の舞台になる。その際、二つの方向性が考えら
れる。

 一つは、地元の生徒が地元の政治を学ぶ場として地方
政治を生かす道。

 もう一つは、他地域の生徒が越境し自らの生き方を問い
直す場として地方政治を生かす道。
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